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（
敬
称
略
・
五
十
音
順
・
転

出
さ
れ
た
方
は
転
出
前
の
地

区
名
を
記
載
）

　

二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
を

お
祝
い
す
る
「
二
十
歳
の
集

い
」
が
八
月
十
五
日
、
式
典
は

麻
績
村
役
場
、
筑
北
村
と
合
同

開
催
の
祝
賀
会
は
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
、
平
成

十
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十

七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
十
九
人
で
、
十
五
人
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
塚
原
村
長
か
ら

式
辞
、
峯
村
議
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
続
い
て
二
十
歳
を
迎
え

て
犯
罪
被
害
防
止
の
観
点
か
ら

平
野
麻
績
駐
在
所
長
、
健
康
管

理
に
関
し
て
村
保
健
師
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
二
十
歳

代
表
と
し
て
宮
下
彗
さ
ん
に
よ

る
答
辞
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も

成
長
し
て
い
く
と
い
う
内
容
の

も
の
で
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
共
に
学
ん
だ

筑
北
村
坂
井
地
区
の
筑
北
中
学

校
卒
業
生
が
合
流
し
、
麻
績
小

学
校
時
代
恩
師
の
井
堀
路
彦
教

諭
と
筑
北
中
学
校
時
代
恩
師
の

手
塚
健
介
教
諭
と
一
緒
に
思
い

出
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
管
さ
れ
て
い
た
小

▲令和六年度　二十歳の集いに出席された皆さん

令和六年度 二十歳の集い

二
十
歳
を

迎
え
た
皆
さ
ん

　

飯
森　

琉
斗
（
横
屋
）

　

池
田　

翔
竜
（
天
王
）

　

稲
垣
イ
ー
サ
（
天
王
）

　

臼
井　

絢
音
（
本
町
）

　

大
籏　

琉
希
（
上
町
）

　

木
藤　

南
海
（
天
王
）

　

桐
山　

莉
愛
（
女
渕
）

　

清
水　
　

仁
（
明
治
町
）

　

髙
野　

遥
翔
（
高
）

　

玉
井　

千
聖
（
天
王
）

　

塚
原　

珠
月
（
明
治
町
）

　

塚
原
希
々
花
（
野
田
沢
）

　

寺
沢　

恭
輔
（
中
町
）

　

待
井　

唯
菜
（
本
町
）

　

宮
川　

彩
花
（
宮
本
）

　

宮
下　
　

彗
（
梶
浦
）

　

宮
下　

瑠
音
（
中
町
）

　

山
本　

洸
聖
（
市
野
川
）

　

山
本
朱
々
羽
（
市
野
川
）
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聖 風山
　

米
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る

ら
し
い
。
農
山

村
で
あ
る
我
が

村
で
は
、
幸
い

に
も
そ
ん
な
声

は
聞
か
な
い
が
、

町
に
住
む
友
人

か
ら
米
を
買
え
な
い
か
？
と
の

相
談
が
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
主
な

原
因
は
昨
年
の
記
録
的
な
高
温

や
少
雨
の
影
響
に
よ
る
全
国
的

な
収
穫
量
の
減
少
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
に

よ
る
消
費
量
の
増
加
な
ど
の
よ

う
だ
。
だ
が
決
定
打
は
、
先
日

の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

に
よ
る
不
安
が
広
が
り
、
備
蓄

用
に
買
い
溜
め
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
い
そ
う
だ
。
秋
に
新
米
の

流
通
が
始
ま
れ
ば
、
一
旦
こ
の

騒
動
は
落
ち
着
く
と
の
こ
と
だ

が
、
食
糧
難
を
身
近
に
感
じ
る

と
、
自
分
や
家
族
の
食
べ
る
米

や
野
菜
を
自
給
で
き
る
こ
と
、

農
業
が
で
き
る
こ
の
里
山
の
環

境
で
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
、

改
め
て
幸
せ
と
感
謝
の
気
持
ち

を
感
じ
る
。
困
っ
た
と
き
に
誰

か
に
少
し
譲
れ
る
ほ
ど
の
余
裕

を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

▲小学校時代の自分から二十歳の自分へ
　向けたメッセージが届きました

▲宮下彗さんによる答辞

▲みんなそろってポーズ！

学
校
時
代
に
二
十
歳
の
自
分
へ

あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
受
け
取
っ

て
も
、
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
い

て
、
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
考
え
を

知
る
た
め
、「
二
十
歳
の
集
い

を
ど
う
感
じ
た
か
？
」「
将
来

ど
う
し
た
い
か
？
」「
大
人
と

は
ど
う
い
う
ひ
と
で
し
ょ
う

か
？
」
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
み
ま
し
た
。
結
果
（
抜

粋
）
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

結
果
は
、
二
十
歳
の
集
い
は
、

良
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
大
半

を
占
め
、
麻
績
村
に
つ
い
て
は
、

好
意
的
な
内
容
が
多
い
の
で
す

が
、
将
来
麻
績
村
に
住
み
た
い

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
と
い
う
こ

と
か
ら
か
、
わ
か
ら
な
い
と
い

う
回
答
が
多
か
っ
た
で
す
。

「
大
人
」
と
は
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
、
自
分
で
責
任
を
も

っ
た
行
動
が
で
き
る
と
い
っ
た

傾
向
の
回
答
が
多
い
よ
う
で
し

た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
が
、
将
来

自
分
が
思
い
描
い
た
大
人
と
な

り
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

二十歳の集いアンケート結果（抜粋） 
 

   ＊ 回  答  者   12人 

 

   ＊ 現在の住所   村内 4人  村外で県内 1人  県外 7人 

 

   ＊ 職      種   学生 10人  会社員・公務員 1人  その他 1人 

 

   ＊ 今回の二十歳の集いはどうでしたか？       

良かった 10人  普通 2人  つまらない 0人 

 

   ＊ 麻績村が好き？ 好き 12人  嫌い 0人  わからない 0人 

   （好きな理由）   自然が豊かだから、生まれ育ったところだから、 

            友人が多くいるから 

 

   ＊ 将来麻績村に住みたいか？     

住みたい２人  住みたくない ０人 わからない 10人 

（住みたい理由）   自然が豊かだから 

（わからない理由）  村があるかわからないから、就職先が決まっていないから、 

           海外も考えているから 

 

   ＊ 麻績村に必要なものは？(複数回答)   

職場４人、娯楽施設４人（大型スーパーなど）、 

便利な交通機関４人 

                   

   ＊ もし、自分が村長だったら何をしたいですか？ 

           住民との関わりを大切にする、子どもへの支援を続ける、 

道を広くする、公共事業の拡大、村づくりを進める、 

楽しく暮らせる、合併、大規模施設建設やベットタウン化 

 

＊ あなたが考える「大人」とは、どういうひとでしょうか？ 

        自己コントロールができる人、自律している人、自立している人、 

一人で行動ができる人、他の人を否定しない人、仕事ができる人、 

周りが見られる人、善悪がわかり人生を楽しむことできる人、 

自分で責任をとることができる人、計画的な行動と責任感がある人 

 

  ＊ その他何でも    

県外から戻ると麻績村は涼しく空気が良いと感じた、 

         今日は楽しかったです 
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夏
の
夜
の
祭
典

　
　
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
三
十
五
回
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
三
日

に
麻
績
村
役
場
前
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
町
の
子
供
聖
太
鼓
は
、

七
月
か
ら
練
習
を
は
じ
め
て
お

り
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
体
と

な
っ
て
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
麻
績
小
学
校
四
年

生
の
「
小
松
先
生
と
愉
快
な
仲

間
た
ち
」、「
麻
績
小
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
」、「
伊
藤
快
さ
ん
に
よ
る

ラ
イ
ブ
」
と
初
め
て
参
加
し
た

団
体
に
加
え
、
三
十
五
年
ぶ
り

に
再
結
成
し
た
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
（
写

真
は
一
面
）
に
よ
る
演
奏
な
ど

が
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

▲記念の一枚

▲小松先生と愉快な仲間たち▲麻績小ダンスクラブ▲伊藤快さんによるライブ

▲子供聖太鼓

▲夜空に大輪の花が咲きました

▲なつかしの昭和歌謡を歌う

　
親
子
で
楽
し
ん
だ

　
第
四
回
ふ
れ
す
ぽ

　

第
四
回
ふ
れ
す
ぽ
は
、
松
本

山
雅
ス
タ
ッ
フ
の
片
山
真
人
さ

ん
と
藤
本
雅
智
さ
ん
に
よ
る

「
山
雅
サ
ッ
カ
ー
」
を
開
催
し
、

四
十
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
プ
や
鬼
ご
っ
こ
を
取

り
入
れ
た
運
動
で
敏
し
ょ
う
性

な
ど
を
鍛
え
る
ア
ジ
リ
テ
ィ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
子
ど
も
と
大

人
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
雅
フ
ァ
ン
の
親
子
も
多
く
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ん
バ
ン
ド
」
の
リ
ー
ダ
ー
中
村

豊
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
昭
和

歌
謡
の
弾
き
語
り
を
八
月
二
十

二
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、
三
十
三
人
が
参
加
し

て
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
ひ
ま
つ
ぶ
し
コ
ン
サ
ー
ト
～

な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
で
～
」
と
題

し
て
、
戦
前
の
「
蘇
州
夜
曲
」

か
ら
「
な
ご
り
雪
」
や
「
昴
」

と
い
っ
た
一
九
八
十
年
代
初
頭

ま
で
の
曲
を
、
中
村
さ
ん
が
思

い
出
や
解
説
を
加
え
な
が
ら
、

ギ
タ
ー
で
の
弾
き
語
り
演
奏
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、
お
な

じ
み
の
曲
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
の
か
、
自
然
と
手
拍
子
が
は

じ
ま
り
、
一
緒
に
な
っ
て
歌
う

姿
が
、
所
々
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
六
十
回

　
聖
高
原
納
涼
煙
火
大
会

　

今
年
度
で
六
十
回
目
の
節
目

と
な
る
聖
高
原
納
涼
煙
火
大
会

が
、
八
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

台
風
の
接
近
や
開
始
時
間
前

の
急
な
夕
立
な
ど
開
催
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
し
た
霧
も

出
ず
、
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
お
み
ぽ
ん
」
の
形
を

し
た
花
火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
、

湖
を
照
ら
し
て
夜
空
を
飾
る
あ

ざ
や
か
な
花
火
に
、
多
く
の
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
歌
謡
を
楽
し
む

　
第
四
回
麻
績
学
級

　

池
田
町
か
ら
「
白
馬
お
じ
さ
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▲たくさんペットボトルが集まりました

▲ペットボトルの舟ができました

▲写真は昨年度の筑中ソーランです

麻
績
小
学
校

　

二
年
生
で
は
、
こ
の
夏
、
生

活
科
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
舟
を

作
り
ま
し
た
。
相
談
し
て
、
二

リ
ッ
ト
ル
の
四
角
い
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
集
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
全
校
に
も
呼
び
か
け
、
二

四
〇
本
以
上
集
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
ず
つ

形
な
ど
が
違
う
こ
と
に
気
づ
き
、

「
大
体
同
じ
も
の
に
分
け
た
ほ

う
が
い
い
」
と
考
え
、
分
類
し

ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
五
本

を
養
生
テ
ー
プ
で
横
に
二
か
所

巻
き
、
更
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
段
ボ
ー
ル
に
巻
い
て
い
き
ま

し
た
。「
沈
ま
な
い
よ
う
に
二

段
に
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。

　

一
段
目
は
、
し
っ
か
り
横
に

巻
け
た
の
で
す
が
、
二
段
目
に

な
る
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
動
き

ま
す
。「
縦
に
も
巻
く
と
し
っ

か
り
す
る
」
と
い
う
意
見
が
出

て
、
縦
や
更
に
横
に
も
巻
き
ま

し
た
。

や
特
技
を
発
表
し
ま
す
。

④
吹
奏
楽
部
演
奏

　
　

午
後
一
時

　
　
　
　

～
一
時
二
十
五
分

会
場
：
筑
北
中
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

曲
目
：「
怪
獣
の
花
唄
」・
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
発
表
曲

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

⑤
筑
中
ソ
ー
ラ
ン

　
　

午
後
一
時
四
十
五
分

　
　
　
　

～
二
時
十
分

会
場
：
筑
北
中
校
庭

※
筑
北
祭
の
最
後
を
飾
る
演
舞

に
な
り
ま
す
。

　
　

午
前
九
時
十
五
分

　
　
　
　

～
九
時
三
十
分

　
⑵
総
合
的
な
学
習

　
　

午
前
九
時
四
十
分

　
　
　
　

～
十
時
四
十
五
分

会
場
：
筑
北
中
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

内
容
：
英
語
ス
ピ
ー
チ
で
は
三

学
年
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま

す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
発
表
で
は
、

各
学
年
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
麻
績
村
に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

②
学
校
す
ご
ろ
く

　
　

午
前
十
一
時

　
　
　
　

～
十
一
時
五
十
分

会
場
：
筑
北
中
体
育
館

内
容
：
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

と
交
流
を
し
な
が
ら
様
々
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、
す

ご
ろ
く
を
行
い
ま
す
。

※
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
大
歓

迎
で
す
。

③
筑
中
有
名
人

　

学
習
発
表
の
合
間
と
学
校
す

ご
ろ
く
の
後
に
行
い
ま
す
。

会
場
：
筑
北
中
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

内
容
：
生
徒
や
地
域
の
方
が

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
趣
味

　

二
つ
の
舟
が
で
き
、
プ
ー
ル

に
浮
か
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
舟
に
無
事
九
人
ず
つ
乗
る

こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
歓
声
を

あ
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
考
え
、
協
力
し
て

作
っ
た
舟
に
乗
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校

　

筑
北
中
学
校
で
は
、
次
の
通

り
筑
北
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
度
も
村
民
の
皆
様
に
是
非
ご

参
加
い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内

し
ま
す
。

　
第
六
十
七
回
　
筑
北
祭

　
　「
創
　
意
」

　
　
～
無
限
大
の
可
能
性
～

　

九
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　

午
前
八
時
四
十
五
分

　
　
　
　

～
午
後
三
時
二
十
分

※
今
年
度
は
一
日
開
催
と
な
り

ま
す
。

※
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
時
間

は
予
定
で
、
多
少
前
後
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
学
習
発
表

　
⑴
英
語
ス
ピ
ー
チ

元
気
通
信
! !
　
今
月
の
小
・
中
学
校
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相
撲
と
麻
績
の
事
跡

（
そ
の
九
）

　
相
撲
豆
辞
典
（
そ
の
一
）

○
日
本
相
撲
協
会

　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）

年
発
足
の
東
京
大
相
撲
協
会
が

前
身
。

　

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）

年
相
撲
の
維
持
発
展
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
。

　

力
士
・
年
寄
・
行
司
・
呼
出

・
床
山
な
ど
で
構
成
す
る
。

○
国
技

　

日
本
独
特
の
技
芸
や
代
表
的

な
競
技
で
相
撲
は
国
技
と
い
わ

れ
て
い
る
。

○
国
技
館

　

日
本
相
撲
協
会
が
設
立
し
経

営
す
る
常
設
の
屋
内
相
撲
興
行

館
東
京
都
墨
田
区
横
綱
に
あ
る
。

○
場
所
・
場
所
入

「
場
所
」
は
大
相
撲
を
興
行
す

る
会
場
、
ま
た
そ
の
興
行
を
い

う
。

　

年
六
場
所
で
そ
の
間
に
巡
業

が
あ
る
。
秋
巡
業
松
本
場
所
が

令
和
五
年
十
月
六
日
、
四
年
ぶ

り
に
開
か
れ
三
千
人
の
フ
ァ
ン

が
集
ま
っ
た
。

「
場
所
入
」
は
、
力
士
が
相
撲

場
所
に
入
る
こ
と
を
い
う
。

○
櫓
（
や
ぐ
ら
）

　

相
撲
興
行
会
場
の
入
口
に
あ

り
、
染
幕
を
め
ぐ
ら
し
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
す
高
い
建
物
。

　

相
撲
の
技
で
「
櫓
投
げ
」
の

略
称
。

○
触
れ
太
鼓

　

相
撲
興
行
の
前
日
に
呼
び
出

し
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
場

所
の
周
辺
を
触
れ
回
る
こ
と
。

○
櫓
太
鼓

　

相
撲
場
で
、
開
場
・
閉
場
を

知
ら
せ
る
櫓
上
で
打
ち
鳴
ら
す

太
鼓
。

○
相
撲
太
鼓
料

　

相
撲
興
行
権
料
を
い
う
。

○
花
道

　

力
士
が
土
俵
を
登
退
場
す
る

通
路
を
い
う
。

○
呼
出
【
呼
出
奴
（
や
っ
こ
）】

　

力
士
の
し
こ
名
を
呼
び
あ
げ

土
俵
に
上
が
ら
せ
る
役
。
触
れ

太
鼓
・
櫓
太
鼓
内
・
土
俵
整
備

な
ど
も
兼
務
す
る
。

○
醜
名
（
し
こ
な
）

　

力
士
の
呼
び
名
。「
四
股

名
」
は
当
て
字
。

○
手
数
入
り
（
で
ず
い
り
）

　

横
綱
が
露
払
い
・
太
刀
持
ち

の
力
士
を
従
え
て
の
土
俵
入
り
。

○
露
払
い

　

横
綱
を
先
導
し
て
土
俵
に
上

が
る
力
士
。

○
太
刀
持

　

横
綱
の
土
俵
入
り
に
太
刀
を

持
っ
て
後
に
従
う
力
士
。

○
土
俵
入
り

　

力
士
が
取
組
み
の
始
ま
る
前

に
行
う
幕
内
ま
た
は
十
両
の
全

力
士
が
化
粧
ま
わ
し
を
つ
け
て

円
形
に
な
ら
び
土
俵
で
行
う
儀

式
。

○
回
し

　

力
士
の
締
込
み
。
褌
（
ふ
ん

ど
し
）
と
も
い
う
。

○
化
粧
回
し

　

十
両
以
上
の
力
士
が
、
土
俵

入
り
な
ど
儀
式
に
用
い
る
美
し

く
飾
っ
た
回
し
で
、
前
面
に
前

垂
れ
が
あ
る
。
刺
繍
で
美
し
い

絵
模
様
を
施
す
、
緞
子
（
ど
ん

す
）
仕
立
が
多
い
の
で
ど
ん
す

と
も
い
う
。

○
床
山
（
と
こ
や
ま
）

　

力
士
の
髪
を
結
う
職
員
。
日

本
相
撲
協
会
の
構
成
員
。

○
相
撲
銀
杏
（
す
も
う
い
ち
ょ
う
）

　

十
両
以
上
の
力
士
が
結
う
髪

型
。
銀
杏
の
葉
形
に
似
て
い
る
。

大
銀
杏
と
も
い
う
。

力
を
つ
け
た
り
す
る
た
め
に
使

う
水
。

　

慈
雨
の
神
「
石
尊
大
権
現
」

は
、
力
水
の
神
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。

○
四
股
（
し
こ
）

　

力
士
が
立
会
い
の
前
に
高
く

片
足
ず
つ
あ
げ
、
力
強
く
踏
む

土
俵
で
す
る
準
備
運
動
。
力
足

と
も
い
う
。

○
軍
配
【
軍
配
団
扇（
う
ち
わ
）

の
略
語
】

　

行
司
が
力
士
の
立
会
い
や
勝

負
の
決
定
を
指
示
す
る
団
扇
。

軍
配
を
あ
げ
る
。

　

金
泥
で
「
天
下
太
平
・
国
家

安
全
」「
一
味
清
風
」
な
ど
と

記
さ
れ
、
長
打
紐
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た

ん
）
の
縦
断
面
に
似
て
い
る
。

　

戦
国
時
代
、
武
将
が
軍
陣
で

　

采
配
に
使
っ
た
。

次
月
号

「
相
撲
豆
辞
典
（
そ
の
二
）」

に
続
く

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

○
力
水
・
化
粧
水

　

土
俵
に
上
が
る
力
士
が
口
を

す
す
い
で
清
め
、
口
に
含
ん
で ▲銀杏の葉 ▲相撲銀杏

⇨
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書
架
耐
震
工
事
終
了

　

工
事
休
館
中
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、

昨
今
の
地
震
の
多
さ
か
ら
も
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た
書
架

の
耐
震
が
叶
い
、
安
堵
の
思
い

で
す
。

　

本
の
落
下
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、

書
架
の
下
敷
き
に
な
る
心
配
は

な
く
な
り
、
よ
り
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

休
館
中
図
書
館
の
中
で
ど
ん

な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
事
前
準
備
の
様
子
か

ら
、
段
取
り
八
分
重
要
で
す
。

　

工
事
の
た
め
に
は
、
対
象
書

架
に
入
っ
て
い
る
本
を
動
か
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

数
一
万
冊
以
上
！

　

本
を
入
れ
る
箱
集
め
も
、
箱

を
保
管
し
て
お
く
の
も
一
苦
労

で
す
。

　

粉
塵
が
付
か
な
い
よ
う
パ
ソ

コ
ン
等
を
養
生
し
て
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
事
完
成
後
は
、
本
を
元
の

場
所
に
戻
す
作
業
も
小
学
校
の

先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
行

い
ま
し
た
。

　

小
学
校
併
設
の
図
書
館
の
た

め
工
事
は
長
期
休
み
を
利
用
し

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な

っ
た
か
は
、
ご
来
館
時
に
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

集
め
た
箱
に
ど
の
本
を
入
れ

て
運
ぶ
か
検
討
し
ま
す
。

　

移
動
先
は
体
育
館
。
事
前
に

場
所
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

　

本
の
運
び
出
し
当
日
、
暑
い

中
、
小
学
校
の
先
生
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
作
業
開
始
で
す
。

　

本
の
運
び
出
し
後
は
、
工
事

業
者
さ
ん
に
よ
る
作
業
で
す
。

▲書架と移動先に同じ記号を
　貼りました

▲見る見るうちに本が運び出
　されて書棚は空に！

▲書架の下部をＬ字金具等で
　固定、書架も連結しました

▲作業説明　大勢の先生方に
　ご協力いただきました

▲本でいっぱいの体育館ステージ

▲用意した箱を使用する書架
　の近くに準備

▲校長先生も大活躍

▲背の高い書架は上部の固定
　も行いました

▲本の形も箱の大きさも様々
　効率の良い方法を考えます

▲あの手この手で集めた箱。ご
　協力いただいた方に感謝です

来館者数	 284人
貸出冊数	 656冊
ご来館ありがとう
ございます。

７月の図書館
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麻
績
村
文
化
祭

　
参
加
者
募
集

　

文
化
祭
を
十
一
月
二
日（
土
）

と
三
日（
日
）に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

芸
能
発
表
会
（
二
日
の
午

後
）
と
作
品
展
示
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
麻
績

村
公
民
館
（
☎
六
七-

二
二
四

〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
分
館
・
団
体
別
リ
レ
ー

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
民
運
動
会
を
十
月
二
十
日

（
日
）に
総
合
運
動
場
で
開
催
し

ま
す
。

　

分
館
・
団
体
別
リ
レ
ー
に
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。
障
害
物
競
走
を

し
な
が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
服
装

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

方
々
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま 

す
。

　

麻
績
村
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
五
人

一
組
の
チ
ー
ム
（
分
館
で
の
出

場
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
を
組
ん

で
、
麻
績
村
公
民
館
（
☎
六
七

-

二
二
四
〇
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

　
月
間
の
お
知
ら
せ

　

十
月
は
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

月
間
で
す
。

　

お
使
い
に
な
っ
て
い
る
整
備

不
良
の
ブ
ー
ス
タ
ー
や
電
気
器

具
か
ら
雑
音
が
出
て
、
ご
近
所

の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
受
信
障

害
を
起
こ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

信
越
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協

議
会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
受
信
障
害
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
困
り

の
方
は
、
次
の
連
絡
先
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

信
越
受
信

　

環
境
ク
リ
ー
ン
協
議
会

　

（
☎
〇
二
六-

　
　
　

二
三
四-

九
九
九
一
）

　
公
民
館
行
事
の
予
定

●
第
五
回
ふ
れ
す
ぽ

日
時
：
九
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所
：
麻
績
村
体
育
館

内
容
：
ジ
ョ
グ
＆
ウ
ォ
ー
ク

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
つ
も
と

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス

持
ち
物
：
運
動
で
き
る
服
装
と

　
　
　

靴
、
飲
み
物

●
村
民
運
動
会

日
時
：
十
月
二
十
日
（
日
）

場
所
：
総
合
運
動
場

備
考
：
詳
細
は
、
地
区
の
分
館

　
　
　

長
・
分
館
主
事
の
方
を

　
　
　

通
じ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

●
第
六
回
麻
績
学
級

日
時
：
十
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　

午
後
二
時
か
ら

場
所
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
：
信
州
大
学
出
前
講
座

　
　
　
「
自
然
の
中
の
毒
と
薬
」

講
師
：
信
州
大
学

　
　
　

繊
維
学
部
教
授

　
　
　

西
井
良
典
さ
ん

　
ご
冥
福
を
祈
る

小
山　

尚
子　

92
歳　

矢　

倉

桐
山
は
る
江　

59
歳　

砂　

原

栁
原
久
美
子　

74
歳　
叶
里
髙
畑

桐
山
冨
士
雄　

97
歳　

市
野
川

飯
森　

貞
雄　

89
歳　

横　

屋

▲8/12 第39回日向ふるさとまつり ▲7/28 神明宮祇園祭 ▲7/27～28 おみっこキャンプ

▲8/24 麻績メッセ2024▲8/25 ふくしのつどい2024


